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醐鶉
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私ども|はil典型1的な申なt企1葉|ですよ1今ま|で|は地売|め'唐持1金庫をメインバンクとし
てやつてきましたが、今後のことを考えると、なんとなく不安です。メインバン

ク|=‐対|する1墓‐本‐的‐者|え|お|を■数‐え―て―く―|だ―さいと||■_■ ■

我社のメインバンクをどこ

にお願いするかは、そんな簡

単には決められない話です。

今までのお付 き合いの度合い

等、個々の状況によって判断

すべきでしょう。ただ、客観的に重要と思わ

れる点がいくつかあります。

まず、信用金庫、信用組合、あるいは地銀

だ、メガバンクだと言った、形態によって決

まるものではないということが第一点です。

当然、その金融機関の経営状況を調べる必要

があります。今は、全ての金融機関にデイス

クローズ誌がありますので、大体の概要は分

かる筈です。経営の不安定な金融機関は避け

るべきです。しかし、それは 「形態」で決ま

ることではないということ、理解すべきでし

ょう。       ｀

次に一番肝心なことは、その金融機関が、

どのくらい中小企業に対して、本気で支援す

るか…それを見極めることでしょう。中小企

業支援の、大袈裟に言えば哲学、姿勢がどう

か、過去の実績は…チェックしなければなり

ません。そして更に重要なことは、その金融

機関やスタッフが、いかなる支援体制と手法

的ノウハウを有しているかを調べる必要があ

ると思います。

従前にない経営環境の中で、四苦八苦して

いる中小企業を、 5年 も10年も前の 「モノサ

シ」で判断している限り、有益な支援案は浮

かぶはずがない。ただ 「金を貸す」だけの間

接金融オンリーの助言が、現実の中小企業再

生に、すべて有効となる筈がない。最新の新

しい手法を用い、場合によってはファンドや

ファイナンス、リースバックやリスクマネジ

メント、アセットの流動化等、あらゆる金融

支援技法をミックスし、 トータルでの実践案

を提供出来る支援体制、これからはこんなタ

イプの金融機関とお付 き合いすべきでしょ

う。

本来的にいえば、金を貸し回収するだけが、

金融機関の機能ではないはずです。中小企業

を指導し、本当に支援していく、いわば、中

小企業とリスクを分け合うくらいの銀行が、

今、一番求められています。目を金融庁に向

けている銀行より、

お客様を見続けてい

る銀行、そんな銀行

と、コンビを組んで

みたいですね。


